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序

本事例集は、日本国内と海外のリモートセンシング衛星を利用した製品・サービスの中からビジネス 

モデルの観点で特色のある事例をまとめたものであり、平成26年3月に制作した初版に続く事例集である。

従来、我が国の宇宙開発は、政府資金によるものが中心であったが、最近では、宇宙利用産業やユーザ

産業が参画したPFI による衛星開発、中小企業やベンチャー企業による超小型で低コストの衛星開発等、

産業の裾野が拡大している。宇宙利用拡大のためには、こうした動きを一層推進し、宇宙利用産業やユー

ザ産業等による新たな宇宙利用の開拓によって、行政、産業、国民生活の高度化や効率化につなげること

が必要である。本事例集は、この新たな宇宙利用の開拓に資するものとして作成した。日本国内外において、

リモートセンシング衛星を利用した製品・サービスを提供している企業、団体にヒアリング調査を行った。

本事例集には、その中から選定した16の事例を掲載している。

本事例集に記載された事例をご覧になり、自分の仕事に利用できるかもしれない、あるいは、新しい 

事業を始められるかもしれないというような“気づき”があれば幸甚である。

本事例集は3つの章で構成されている。第1章では、本事例集を読むにあたり、基本的なリモート 

センシングとGIS の知識について解説を行う。第2章では、日本国内と海外のグッドプラクティス事例

を紹介する。そして第3章では、本事例集の中で使われている主な衛星データの仕様とデータの提供者を

紹介する。また、付録として、グッドプラクティス事例で紹介した製品やサービスの問い合わせ先一覧を

掲載する。

最後になるが、本事例集作成にあたり、多くの企業、団体から自社のビジネスモデルをご紹介頂いた。

この場を借りて御礼の言葉を述べさせて頂く。

令和２年３月

内閣府 宇宙開発戦略推進事務局
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1.1　リモートセンシングの概要
リモートセンシングとは、遠く離れたところから対象物に触れることなく、対象物の種類や形状、性質等の情報を 

得るための技術である。一言でリモートセンシングと言っても、センサを地上で使用する場合や航空機 /ヘリコプター
等に搭載して使用する場合など様々である。第 1 章では、宇宙から人工衛星に搭載したセンサを使って地球観測を行う、
いわゆる、衛星リモートセンシングに関して解説する。衛星に搭載されるセンサは１つとは限らず、ALOS（だいち）
と呼ばれる衛星のようにPALSAR、AVNIR-2、PRISM といった複数のセンサを搭載する場合もある。このような場合、
ALOS/PALSAR というように衛星名とセンサ名を併せて表記することもある。   

衛星リモートセンシングの特徴として、広域性、対地表障害性、周期性、均質性が挙げられる。

● 広域性 数 10km～数 1,000km の幅をほぼ同時に観測することができる。

● 対地表障害性 災害や国境などで、人が現地に行けないような場所を観測することができる。

● 周期性 衛星の回帰軌道に合わせて同じ場所を一定の周期で観測することができる。 
 また、衛星が静止軌道にある場合は、同じ場所を常時観測することができる。

● 均質性 1 回の観測で撮影したシーン内の太陽光などの条件が比較的均一である。

これら以外にも、人の目で感じることの出来ない波長の観測ができるなど衛星リモートセンシングには様々な利点が
ある。 

衛星に搭載されるセンサは、主目的とする観測対象物や対象域の面積の違い等により、観測波長とバンド（ある幅を持っ
た波長帯）数、空間分解能や観測幅、観測頻度等に関する仕様が決められている。
観測波長については、可視から短波長赤外（0.4 μm～ 2.5 μm）、及びマイクロ波（1mm～ 1m）と呼ばれる 

範囲の波長域が主に利用される（図 1）。可視・近赤外域センサは、植物などの地表の状況を把握する目的でほとんどの
光学衛星に搭載される。熱赤外域センサは、地表面や海表面の温度等を測定する目的で搭載される。マイクロ波センサ
（合成開口レーダ（SAR）、散乱計など）は雲を透過する性質があるため、雨の多い日本や熱帯地域などで安定して観測
することができる。センサによっては、複数の波長帯（バンド）を同時に観測することが可能である。

なお、多くの波長を、狭いバンド
幅で、連続して測定するため、数十
から数百のバンドを観測できるハイ
パースペクトルセンサが利用可能に
なってきている。ハイパースペクト
ルセンサは、従来の4～8バンド程
度のマルチスペクトルセンサと比べ、
より多くの鉱物種や植物種の分類が
可能になるだけでなく、農作物の収
量や品質といった地物の量や質を高
い精度で推定できるようになる可能
性がある。

リモートセンシングと GIS の基本的な知識1

図１　観測波長
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空間分解能については、1m 以下の高い空間分解能のセンサから、数 km 程度の低い空間分解能のセンサまで、目的
によって様々である。一般に、空間分解能の高いセンサは観測幅が狭くなる。

観測頻度は、衛星の軌道と密接に関係しており、静止軌道にある衛星では同じ場所を常時観測することが可能となる
一方で、回帰軌道にある衛星では、地表の同じ場所を観測するためには衛星が元の位置に戻るのを待たなければならない。
ただし、衛星やセンサによっては、観測方向を変えることができ（ポインティング機能）観測頻度を高めることも可能
である。

センサの観測方向を変えて立体観測することで、地表面の標高を算出することができる。このような方法で作成され
たデータは数値標高モデル（DEM：Digital Elevation Model）と呼ばれ *、対象地域の地形の起伏状況を把握するこ
とができる。DEM は 3 次元の解析を行う際の基本情報として重要であり、全球を網羅した DEM がいくつか整備され
ている。例えば、GTOPO30（1km メッシュ）、SRTM（90m メッシュ（米国内では30m）、北緯60度～南緯56
度）、ASTER GDEM（約30mメッシュ）、TerraSAR-X のWorldDEM（12mメッシュ）、ALOS World 3D DEM（5
～30ｍメッシュ）が公開された。これらの情報は地すべり等の災害対策に役立つ情報となりうる。
表 1 は、リモートセンシングの技術が利用されている資源探査、農業、森林、環境、海洋、土地利用、防災等の各分

野について、具体的な利用例を示している。表に示した以外にも、様々な分野でリモートセンシングの利用が進んでいる。 

表１　分野別のリモートセンシングの利用例

昨今、技術革新による小型衛星の高性能化・低コスト化が進む中、小型衛星コンステレーションによる高頻度観測サー
ビスが急速に普及し、衛星から得られるデータの質や量が、抜本的に向上している。これら小型衛星によって得られるデー
タは、高価格・高解像度の衛星データに匹敵する役割を担うようになっている。
また、こうしたデータは、ビッグデータの一部となり、地上の様々なデータと組み合わされ、機械学習等の最新技術

を駆使することで、新たな価値やビジネスの創出が期待されている。

資源探査分野
岩石・鉱物の分類による鉱物資源探査、海表面の油徴（オイルスリック）による
海底油田の探査、堆積盆における石油資源探査等

農業分野 農地の作付分類、作物の収量や品質の推定、収穫適期の決定等

森林分野 樹種分類、森林成長モニタリング、森林の枯損検知、森林管理等

環境分野 大気汚染・水質汚染・土壌汚染等の環境汚染分布等

土地利用分野 水域・森林・草地・裸地・市街地・工場等の土地利用（被覆）分類等

海洋分野 海水面温度、海色等

防災分野 地震防災、火山防災、土砂防災等

* 類似する用語に数値地形モデル（DTM：Digital Terrain Model）という用語があり、建物や樹木を含まない地面の高さを表す。DEM と同義語として
扱われる。これに対し、数値表面モデル（DSM：Digital Surface Model）という用語があり、建物や樹木の上端の高さを加味した地上の高さを表す。
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1.2　GIS の概要
GIS（Geographic Information System）とは、日本語で「地理情報システム」と言われ、国土地理院では、「GIS は、

地理的位置を手がかりに、位置に関する情報を持ったデータ（空間データ）を総合的に管理・加工し、視覚的に表示し、
高度な分析や迅速な判断を可能にする技術である。」と定義している。

GIS で扱われる空間データは、現実の世界に存在する地物を表現する方法によって、「ベクター型データ」と「ラス
ター型データ」に分けられる。「ベクター型データ」とは、空間の座標値を使って点、線または多角形で地物の外郭線を
記述するものであり、一方の「ラスター型データ」は地上を区切った単位メッシュ毎に地物を表現する情報量を当ては
めたものである（図2）。衛星画像データは、ラスター型データの代表的なものであり、様々な空間データと重ね合わせ
て GIS で利用されている。 

図２　GIS のデータ型

リモートセンシングデータと空間データを組み合わせた利用は、以前から行われてきている。例えば、傾斜地や道路
からの距離を利用して熱帯林の違法伐採地を抽出した事例や、都市部の犯罪発生率を地図上に表示して注意を喚起した
事例など、双方のデータを組み合わせた解析事例は数多く存在する。 

近年では、クラウド型の GIS が普及してきており、PC やタブレット、スマートフォンなど、ネットワークに接続
できる環境さえあれば、クラウド上に用意された空間データへのアクセスやユーザが所有するデータの保管、クラウド 
上で用意されている各種アプリケーションを利用したデータの処理、解析が可能になっている。クラウド型 GIS は、 
自前でシステムを構築するのに比べて、サーバ購入などの初期コストや運用・保守に関わる人員や更新作業など、様々
な費用の削減につながるとともに、セキュリティ確保など、多くの効果が期待できる。 

昨今日本では、クラウド環境で分析ができるオープン＆フリーなプラットフォームとしてTellus（テルース）が登場
した。衛星と地上の複数のデータをかけ合わせ、新たなビジネス創出を促進するためのあらゆるファンクションを提供
している。
これまで日本では衛星データは一般的に利用しやすい環境にはなく、衛星データの加工には高い専門性や高価な処理

設備・ソフトウェアが要求されることから、産業利用は限定的な状況だった。Tellus は、こうした利用者の衛星データ
利用への参入障壁を取り除くため、衛星データおよびその分析・アプリケーションなどの開発環境を原則無料で提供し
ている。

ラスター型データベクター型データ
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2.1　事例について
衛星データを利用してビジネスを行っている国内外の団体（民間、財団、公的機関等）を調査し、ビジネスモデルに

関するヒアリングを行い、事例を収集した。

2.1.1　選定基準

国内外の衛星データを利用したビジネスから、以下の観点で優れたものについて、実施団体に訪問ヒアリング調査
して事例としてまとめている。 

● ビジネスが革新的か？（顧客に価値を届ける方法、利益を上げる仕組み）

● 顧客への価値提案が優れているか？（ユーザへの浸透度、公共性）

● ビジネスが継続しているか？（サービス提供期間、業績拡大傾向）

● 衛星データの優位性が高いビジネスか？（衛星データへの本質的な依存度）

2.1.2　事例の構成

各事例のタイトルには、製品やサービスの名称とキャッチコピー、及び事業者名を記載している。構成は大きく分
けて「アピールポイント」、「サービスの概要」、「ビジネスの仕組み」の 3 つからなる。なお、本事例集で取り上げた
製品やサービスに対する問い合わせ先は、巻末の付録に記載した。 

図 3　事例の構成

グッドプラクティス事例2
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AW3D®
～全世界デジタル3D地図～

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ

■アピールポイント
・2014年、AW3Dは世界で初めて5m解像度で全世界の地形の起伏を表現する3D地図としてスタートした。（それまでは
米国の30m解像度に留まっていた）現在は全世界を2.5m解像度、都市部では最高50cm解像度にまで引き上げている。

・AI技術及びビッグデータ処理技術により、従来に比べ、圧倒的な「精度・スピード・コスト」メリットを実現した。

■リモートセンシング衛星データの活用方法
JAXAの陸域観測技術衛星「だいち（ALOS）」によって撮影された約300万枚の衛星画像と米国MaxarTechnologies社（旧
DigitalGlobe社）衛星が撮影した画像を利用している。Maxar社の衛星画像を活用することで解像度を50cmにまで向上させ、
建設、土木、電力、通信といったより精度を求められる都市計画等のビジネス領域への適用が可能となった。

■成功のポイント
・NTTデータは、「マルチビューステレオ処理」という、複数視点からの画像を使用して3次元モデルを作成する画像処理技術を
生み出し、本来あるべき水平位置からの誤差を約30cm程度に抑えた3D地図を作成することに成功した。

・NTTデータと一般財団法人リモート・センシング技術センター（RESTEC）で全自動・大量処理の共同研究開発を実施し、
「だいち」の撮影したビッグデータから月15万枚の3D地図を作成可能とする高速処理システムを構築することにも成功した。

・AI技術及びビッグデータ処理技術により、AW3Dは短期間での3D地図作成を実現し、利用者の利便性を高めた。

AW3D®全世界デジタル3D地図は、衛星画像から高さ計測や形状取得を行ったデジタル3D地図である。JAXAの陸域観測技術
衛星「だいち（ALOS）」と米国MaxarTechnologies社（旧DigitalGlobe社）衛星が撮影した画像を利用している。2014年の
サービス開始以降、世界130カ国・1300プロジェクト以上で利用され、その用途は、防災、資源開発やインフラ整備に至るまで、
各事業の可能性を世界各国で広げ続けている。

サービスの概要

■利用者やパートナーとの関係
AW3Dは、NTTデータの画像処理技術、RESTECのデータ解析技術、JAXAとMaxar社の人工衛星開発技術が結集したサー
ビスであり、以下の４つの提供形態を軸にビジネスモデルを展開し、収益を得ている。

・利用者への直接提供

・利用者に最終成果を提供する付加価値パートナー向け提供

・他アプリケーションサービス向け提供
・地理空間情報共同製品開発

■波及効果
・従来の地図市場になかった新たな価値を生み出すことで、利用者のサービス創出にも貢献する。

・近年、米国を中心にベンチャー企業が地球観測用の人工衛星を打ち上げる機運が高まっているが、近い将来、数百基の衛星が撮
影した画像が活用できるようになる見込みである。様々なソースを駆使することで、3Dに時間変化を掛け合わせた「4Dサービ
ス」の実現も期待される。

■その他
・「AW3D」は、株式会社NTTデータと一般財団法人リモート・センシング技術センターの登録商標です。（登録第5794349号）

・2016年　第2回宇宙開発利用大賞「内閣総理大臣賞」受賞

・2017年　2016年日経優秀製品・サービス賞「優秀賞日経産業新聞賞」受賞

・2017年　GeoSpatialMedia主催「Asia Geospatial Technology Innovation Awards」受賞

・2018年　電気通信協会「ICT事業奨励賞」受賞

・2018年　一般社団法人情報サービス産業協会「JISA Awards 2018」受賞

ビジネスの仕組み

1
国内事例

東京

(C)NTT DATA, Included (C) Maxar Technologies,Inc.

富士山

(C)NTT DATA, Included (C) Maxar Technologies,Inc.

5G基地局の設計

(C)NTT DATA, Included (C) Maxar Technologies,Inc.

自動運転用地図

(C)NTT DATA, Included (C) Maxar Technologies,Inc.

災害対策

(C)NTT DATA, Included (C) Maxar Technologies,Inc.(C)NTT DATA, Included (C) Maxar Technologies,Inc.

日立パワーソリューションズ
「DioVISTA/Flood」による氾濫解析シミュレーション

世界初、2.5m解像度の全球3D地図。都市部は0.5m

❶製品やサービスの名称

❷キャッチコピー

❸事業者名

❹アピールポイント 
ビジネスの面から特に読者に注目して欲しいポイントを
簡潔にまとめている。

❺サービスの概要
製品やサービスの特徴について説明するとともに、
どのように衛星データを活用しているのか、
なぜ成功したのかについて説明している。

❻ビジネスの仕組み
製品・サービス提供者からみた、
利益を上げる仕組み、パートナーとの関係を、
データやお金の流れを示しながら説明している。
また、本事例による波及効果についても説明している。

❶
❷
❸❹

❻

❺




